
 

  

  

  

公表：  2023 年  2 月 15 日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」武蔵小杉校  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
2 2 

テナントの面積上、ど

うしても狭くなってし

まいますが、パーテシ

ョンの使用、ブースの

割り振りなど極力工夫

しています。 

・リフォーム、物品の買い

替え、移転等を検討してい

ます。 

②  職員の配置数は適切である  4 1 

・最低基準にプラス 2

名配置しています（令

和 4年 2年現在）。 

・配置数だけでなく専門性

も高めていきます。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

3 2 

・パーテションが倒れ

やすいため、特に気を

つけています。 

・バリアフリーが難し

い環境の為、階段の上

り下りの際、指導員が

付き添う、ベビーカー

の運搬をする等出来る

限りの対応をしていま

す。 

・リフォーム、物品の買い

替え、移転等を検討してい

ます。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

4 1 
・毎日掃除と常時換気

をしています。 

・備品が古いため、買い替

えを 進めていきます。 

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
5  

・管理者が PDまでを行

い全員で CAを行ってい

ます。 

・PDCAサイクルの質を高め

ていきます。 

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている  

5  

・毎年事業所評価を行

い、その結果を共有し

上記 PDCAに反映してい

ます。 

・上記同様、改善の質を高

めていきます。 

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

5  
・毎年公開していま

す。 

   

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
3 2 

・第三者ではありませ

んが、社内での内部監

査を毎年行っていま

す。 

・個人情報等の関係で外部

の監査は難しいですが、療

育センターのワーカーさん

をはじめとした見学等を積

極的に受け入れています。 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
3 2 

・外部での研修の機会

は少ないですが、臨床

心理士の管理者/児発管

が適宜スーパーバイズ

を行っています。 

・外部研修の機会も設けて

いきます。 

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

5  

・認知発達、適応行

動、発達特性の 3つの

軸でアセスメントを行

い、課題設定をし、ト

ップダウンで支援を実

施しています。 

・現在の支援で停滞しない

よう、来年度は JASPER等

も取り入れていきます。 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
5  

・必要に応じて

Vineland-Ⅱ適応行動尺

度を使用しています。 

 

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

5  

児発管がニーズの聞き

取り、アセスメント、

課題設定を一括して行

い、トップダウンで周

知し、内容に問題があ

れば児発管に差し戻す

形で支援を行っていま

す。 

・来年度は地域支援にもっ

と力を入れていきたいと思

っています。 

 
⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  5  

同上 ・職員によるサービス提供

の質のバラつきが無くなる

ように努めていきます。 

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  5 

 

同上 ・今年度は会議日が少なく

感じましたので、来年度は

そのような時間もより設け

ていきます。 

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  4 
1 

 

・発達段階に応じて工

夫しています。また定

着を図るために同じ課

題を繰り返す事はどう

しても起きてしまいま

す。 

・玩具等はマンネリ化して

しまうため、新しいものを

購入していきます。 

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
1 4 

・時間帯とニーズが合

えば短時間のお集まり

の時間を設ける等しま

したが、個別支援とい

う性質上、集団活動は

行いませんでした。 

・個別支援と人員配置の関

係上、今年度は集団活動を

行っていませんでしたが、

来年度は行っていきます。 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
5  

・児発管より指示書を

出す、前担当者より引

き継ぎ等をしていま

す。 

・もう少しゆとりをもって

引継ぎが行えるようにして

いきます。 

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

3 2 

・その日に行いえない

事もありますが、その

際は別日に情報共有を

行っています。 

・同上 

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
5 

 

客観的な記録を取るた

めに、専用のフォーマ

ットにて課題の正答率

等を記録しています。 

・正答率等を正しく記録す

るためには、課題の手続き

を一定にする必要がありま

すが、その場合はお子さま

の様子に合わせた微妙な調

整が出来なくなるので、こ

れらのより良いバランスを

日々検討しています。 



 

  

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
5  

法令に基づき半年毎に

必ず見直しをしていま

す。 

・ 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

5  

・児発管が参加し指導

員に情報共有を行って

います。 

・児発管だけでなく指導員

も同席出来るように工夫し

ていきます。 

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
5 

 

・1～2件程度行ってい

ます。 

・支援を行うためにも、定

期的な交流等を図っていき

ます。 

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

  

・該当者がいないため

評価不能です。  

 ・該当者が出た際は、専

門家の指示を仰いでいきま

す。 

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

  

・該当者がいないため

評価不能です。  

・該当者が出た際は、専門

家の指示を仰いでいきま

す。 

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

４ １ 

 

・必要に応じて関係機

関連携や情報共有を行

っています。 

・円滑な連携を行うために

も、平時より交流の機会を

継続して設けていきます。 

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

４ １ 

 

・同上 ・同上 

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

4 1 

 

・同上 ・同上 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
 

5 

・個別支援のため、左

記の様な機会はありま

せん。 

・交流がお子さま、他機関

双方のニーズに合致してい

た場合はこれらの機会を設

けていきます。 

 

㉙  
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
 5 

人員配置の関係上、現

場での支援、園・学校

訪問を優先した結果、

参加が出来ませんでし

た。 

・次年度は参加予定です。 

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
5  

・個別支援計画と毎回

の支援のフィードバッ

ク時に行っています。 

・情報共有の機会はしっか

りと確保していきます。 

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

5  

・ペアトレという形で

は行っていませんが適

宜お子さまとの関わり

方等をお伝えしていま

す。 

・来年度は保護者向けのセ

ミナー等も復活させていき

ます。 

保

護
㉜  

運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  
5  

・契約時に重要事項説

明書にてお伝えしてい

ます。 

 



 

  

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

5 

 

・法令に基づき必ず同

意を得た上で支援を行

っています。 

 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
5 

 

・適宜、ご相談はお受

けしていますが、今年

度は人員配置の関係

上、面談の機会が減っ

てしまいました。 

・来年度は面談の機会をよ

り多く設けていきます。 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
 5 

・保護者同士の連携に

ついては、非常にデリ

ケートな側面があるた

め、敢えて行っており

ません。 

・昨年度行っていた保護者

向けのセミナー等は再度開

催していきます。 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

5  

・ご相談や申し入れに

ついては、その都度対

応させて頂いておりま

す。 

・対応が十分でない際はお

気軽にお申し付けくださ

い。 

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

1 4 

・支援の準備や振り返

りに時間が必要なた

め、これらの作成は見

送ってきました。 

・来年度は、時間的な余裕

があれば作成していきたい

と思います。  

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  5  

・個人情報に当たる情

報や支援をする上で知

りえたエピソード等で

保護者様の許可を得た

ものを除いては、一切

外部に持ち出していま

せん。 

 

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
5  

・意思疎通を図るため

にも言語・コミュニケ

ーションの支援を行っ

ています。また必要に

応じて面談の機会を設

けています。 

 

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
 5 

・地域住民の招待等は

個人情報の観点から今

後も予定していませ

ん。 

・関係機関の見学等は毎年

受け入れを行っています。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

2 3 

・各種マニュアルは完

備し一部を掲示してい

ます。 

 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  

1 4 ・個別支援のため利用

者参加の訓練は行って

いませんが、避難経路

や避難先の把握等は適

宜行っています。 

・利用者参加の避難訓練は

保護者様と話し合い慎重に

検討していきます。 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
4 1 

・基本的な情報は把握

しています。 

 



 

  

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
  

 ・食事対応等を行っていな

いため評価不能です。 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
5  

・毎月必ず 1件以上、

ヒヤリハットやそれに

準ずる記録を残し、事

故防止に活用していま

す。 

・対応は「気をつける」等

ではなく具体的な「仕組

み」を考える事で行ってい

ます。 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
4 1 

社内で虐待防止委員会

を設立し、指導員が参

加しています。また虐

待防止チェックリスト

等も適宜使用して児発

管より研修を行ってい

ます。 

 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

5  

・重要事項説明書と個

別支援計画にて説明を

行っています。 

・身体拘束をしないために

も、適応行動の獲得と発達

特性の緩和に重点を置いて

支援を行っていきます。 

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2023 年  2 月 15 日    

  

事業所名： こどもサポート教室「きらり」武蔵小杉校         保護者等数（児童数）：35 件 回収数：29 件 割合： 

82  ％  

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
26 3   

・デスクが小さ

い。 

・多動で教室か

ら出ていく事も

あるが教室の責

任ではない 

・デスクについては買

い足しを検討していき

ます。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     26 2   
・先生の質にば

らつきがある。 

・来年度は業務標準化

により力を入れていき

ます。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  
23   6 

・パーテション

の間から何か見

えて子どもが気

にした際にパー

テションをくっ

つけるなど配慮

がみられて良か

った。 

・本来であれば個室等

が望ましいのですが、

パーテションでの対応

にご理解頂き誠にあり

がとうございます。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        
 29    

・夏は少し空調

が寒い。 

・狭い面積で工

夫されていると

思う。 

・来夏の留意事項とさ

せて頂きます。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  
29     

・法令に基づき半年ご

とに更新しています。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

28   1 

・専門的な事は

分からないが、

いつも親身に相

談に乗ってくれ

ている 

・専門的な事であって

も身近な例を挙げる

等、分かりやすくお伝

え出来るよ工夫してい

きます。 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  29     

・計画に沿った支援が

行われるように児発管

が進捗管理していま

す。8 割のご家庭で個

別支援計画に記載する

短期目標を達成してい

ます。 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
27 1  1 

・苦手な事や今

興味ある事をプ

ログラムに反映

・課題は定着を図るた

めに、同じものを繰り

返ししてしまう事があ

りますが、その中でも

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

してくれてい

る。 

・少しマンネリ

な部分もあり新

しさが欲しい。 

イラストを変える変化

をつけていきたいと思

います。また玩具等は

買い足していきます。 

⑨  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  

15 1 2 10 

・園訪問を希望

すれば実行して

くれる。 

・特に必要だと

思っていないの

で無くても良

い。 

・園訪問、連携は都度

行っておりますので、

お気軽にお申し付けく

ださい。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
28 1   

・加算の説明は

無いように思

う。 

・管理者の説明不足で

す。気を付けてまいり

ます。 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか。 

27 1  1  

・フィードバック時に

計画に戻づく課題とそ

の進捗、今後の見通し

等をお話ししていま

す。 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
20 4  4 

・アドバイスは

いつも貰ってい

るが、それが該

当するのかは分

からない 

・毎回先生とお

話しする事が出

来、こちらの不

安・疑問をすぐ

に解消出来るの

でありがたい。 

・改まってペアレント

トレーニングという場

は設けておりませんで

したが、頂くご相談に

対してのお返事が一種

のペアレントトレーニ

ングと考えて頂いて差

し支えありません。 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

28 1   

・授業後、必ず

指導員・保護者

の情報連携がさ

れ困り事も聞い

てくれる。 

・ありがとうございま

す。 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
25 3  1  

・日を決めてという形

では行っておりません

が、適宜お話は聞かせ

て頂き、必要であれば

助言等行っています。 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

5 4 5 15 

コロナで実施さ

れていないと思

っている。 

・保護者様同士の連携

については非常にデリ

ケートな側面があるあ

め、敢えて行っており

ません。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

29     

・相談や申し入れがあ

った際は、管理者主導

の元で迅速に対応して

います。 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
29     

・保護者様とは毎回の

支援でお話をさせて頂

いています。お子さま

に対しては意思疎通を

図るためにも言語面で



 

  

の支援等を行っていま

す。 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

13 5 4 7 
・LINEはとても

助かる。 

・ありがとうございま

す。 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  28   1  

・職務上知りえた情報

は仮に関係機関同士の

会議であっても保護者

様の了承なく外部で漏

らす事はありません。 

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  
16   13  

・各種マニュアルはあ

りますが、周知・説明

は足りていませんでし

た。また個別支援とい

う特性上、お子さまが

参加する形での訓練は

行っておりませんでし

た。 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
14  2 13  

・職員での打ち合わ

せ、訓練等は行ってお

りますが、個別支援と

いう特性上、お子さま

が参加する形での訓練

は行っておりませんで

した。 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  23 6   

・療育の間の短

い遊びで知った

キャラクターを

大好きになった

り色々吸収でき

ている。 

・保育園終わり

で疲れていると

思うが毎回楽し

そうに「きら

り」に向かって

いる。 

・苦手分野の指

導を受けている

ので、ゴネる事

もあるが、行っ

てみたら楽しか

ったり頑張ろう

としている。 

・ここ最近行き

たくないという

事が多い。 

・毎週とても楽

しみにしてい

る。 

・行きたくない

という事はある

が他の物事にこ

だわっての事 

・職員一同、お子さま

の「できた」「わかっ

た」だから「楽しい」

を大切にしたいと思っ

ております。 

少しでもお子さまの足

が向かない事は我々が

重く反省すべき点です

ので、すぐに全件支援

の見直しを行います。 

また、我々としまして

も、お子様だけでなく

親御様の納得と満足を

大切にしていますの

で、少しでもそういっ

た様子があれば是非教

えて頂きたいと思いま

す。 



 

  

㉓  事業所の支援に満足しているか  28     

・皆様に満足して頂け

るよう、職員一同研鑽

に励んでいきます。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


